
市では、日本一の陶磁の街として、市民生活の身近なと
ころにユーモアあふれる作品を設置し、潤いと安らぎを感
じていただく目的で、第　4　回日本ユーモア陶彫展’06を開
催し、マケット（縮尺模型）による第一次審査が 5月23日
（火）にセラトピア土岐で行われました。 
作品のテーマは『大笑（おおわらい）』。 
全国公募で行われ、26都道府県の72人から80点の出品が

ありました。 
審査は、グラフィックデザイナーの福田繁雄審査委員長

ほか　4　人の審査委員によって行われ、本展に進出する20点
の陶彫展賞が選ばれました。また、マケット展入選には、
加藤保幸さん（下石町）ら18人が選ばれました。 
本展出品者は、10月18日までに陶磁製で最長部分が

80cmの大きな作品を製作します。この作品により審査を
行い、大賞をはじめとする賞を決定します。 
なお、本展は、10月22日（日）～11月　5　日（日）まで、
セラトピア土岐で開催されます。 

第
二
十
五
回
市
消
防
操
法
大
会

が
、
五
月
二
十
八
日
（
日
）
に
市

総
合
公
園
・
多
目
的
広
場
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

女
性
分
団
を
含
む
九
分
団
か
ら

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
二
十
一
チ

ー
ム
・
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
十
二

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
定
め
ら
れ
た

規
律
、
動
作
、
的
確
な
放
水
の
速

さ
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。 

各
分
団
の
皆
さ
ん
は
、
降
り
続

く
雨
の
た
め
、
練
習
場
所
に
も
苦

慮
し
な
が
ら
、
平
日
も
遅
く
ま
で

練
習
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を

発
揮
し
よ
う
と
、
迅
速
な
動
作
で

ポ
ン
プ
、
ホ
ー
ス
な
ど
の
操
作
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。 

な
お
、
部
門
別
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

 

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

▽
優
　
勝
＝
土
岐
津
分
団 

▽
準
優
勝
＝
曽
木
分
団 

▽
三
　
位
＝
下
石
分
団 

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

▽
優
　
勝
＝
下
石
分
団 

▽
準
優
勝
＝
土
岐
津
分
団 

▽
三
　
位
＝
鶴
里
分
団 

 

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

▽
土
岐
津
分
団
二
部
四
班 

▽
曽
木
分
団
　
二
部
一
班 

▽
曽
木
分
団
　
一
部
二
班 

▽
下
石
分
団
　
一
部
一
班 

▽
泉
分
団
　
　
一
部
二
班 

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

▽
土
岐
津
分
団
二
部
三
班 

▽
下
石
分
団
　
二
部
三
班 

▽
鶴
里
分
団
　
二
部
一
班 

 

▽
き
き
ょ
う
分
団 

▽
音
楽
隊 

審査の様子 


